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インドにおける農業政策 

－第 11 次 5ヵ年計画における農業政策－  

 

本報告書の目的と構成 

 本報告書は、インドにおける食料・農業政策に関する基礎資料を提供することを目的とし、大

きく以下の２つの内容から構成される。すなわち、①インド政府及び国連の統計から、インド経

済を概観した後、主要農産物の消費、生産、輸出入、卸売物価について統計データを整理、若干

の考察を加えること、②インド政府の農業政策、特に、第 11次 5 ヵ年計画と国家農業者政策、国

家食料安全保障計画の概要をまとめ、さらに近年実施された農産物の輸出規制について分析を行

うことからなる。 

 

１．食料需給の実態 

（１）人口の推移と経済動向 

 近年、インドは、急激な人口増加と目覚ましい経済発展の状況にある。そこで、ここではまず

インドの人口推移と経済動向を概観する。 

 表表表表 1は、1970年から 2007年におけるインドの人口とGDPの推移を示している。これをみると、

インドの人口は、1970 年の 5億 4,900 万人から 2007 年の 11億 6,900万人へと約 2.1 倍に増加して

いる。同様に、実質 GDPの推移をみると、1970年は 1,378 億 8300 万ドルであったが、2007 年に

表１　インドにおける人口とGDPの推移（1970-2007年）

年次
GDP

成長率
（％）

1970 549 (100.00) 137,883 (100.00) 251 (100.00)

1975 614 (111.73) 158,713 (115.11) 9.19 259 (103.02)

1980 689 (125.35) 185,018 (134.18) 6.62 269 (107.05)

1985 771 (140.38) 240,294 (174.27) 5.47 312 (124.14)

1990 860 (156.59) 326,795 (237.01) 5.66 380 (151.35)

1995 954 (173.72) 420,046 (304.64) 7.65 440 (175.36)

1996 973 (177.12) 451,107 (327.17) 7.39 464 (184.71)

1997 992 (180.50) 471,308 (341.82) 4.48 475 (189.37)

1998 1,010 (183.85) 499,527 (362.28) 5.99 495 (197.05)

1999 1,028 (187.17) 535,137 (388.11) 7.13 520 (207.36)

2000 1,046 (190.46) 556,748 (403.78) 4.04 532 (212.00)

2001 1,064 (193.73) 585,743 (424.81) 5.21 550 (219.29)

2002 1,082 (196.96) 607,572 (440.64) 3.73 562 (223.73)

2003 1,099 (200.16) 658,559 (477.62) 8.39 599 (238.62)

2004 1,117 (203.34) 713,384 (517.38) 8.32 639 (254.44)

2005 1,134 (206.51) 779,245 (565.15) 9.23 687 (273.66)

2006 1,152 (209.67) 852,135 (618.01) 9.35 740 (294.75)

2007 1,169 (212.81) 926,270 (671.78) 8.70 792 (315.66)

資料：UN Statistics Division、UN Population Division, World Population Prospects, 2006より作成。

注　：1)2006年以降の人口は予測値である。

　　：2)GDPは、1990年の価格で実質化している。

　　：3)カッコ内の数字は、1970年を100とした指数を示す。

人口
（100万人）

実質GDP

（100万米ドル）

１人当たり
実質GDP

（ドル）
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は 9,262 億 7,000 万ドルとなり 1 兆ドルに迫る水準にまで増加している。その期間、GDP の実質

成長率は、3.73～9.35％の範囲で推移しており、特に、2003 年以降は 8％以上の水準で上昇してい

ることがわかる。また、1 人当たりでみた実質 GDP も、1970 年の 251 ドルから 2007 年には 792

ドルとなり、約 3.1倍に増加している。 

 このような人口と GDPの増加は、今後のインドにおける食料需給や食料政策に大きな影響を与

えると考えられる。 

 

（２）食料消費の実態 

 一般に、所得水準の上昇は、食料消費の総カロリーの増加と、穀類などのでんぷん質食品の依

存から、動物性食品への移行をもたらすといわれている。表表表表 2は、1970 年から 2003 年までの期

間のインドの年間食料消費量を示している。上段は、インド全体の食料消費量、下段は、インド

国民 1人当たりの食料消費量を表している。 

 まず、インド全体の食料の年間消費量の推移をみると、1970 年と比較した 2003 年の食料消費

量は、トウモロコシを除くいずれの品目でも増加していることがわかる。特に、卵（1970年を 100

とした指数で 2003年の値は 770.1）と酒類（同 666.6）、動物性油脂（同 569.3）、植物性油脂（同

455.2）で、消費量の伸びが大きく、これらに香辛料（同 363.6）や小麦（同 342.1）、魚介類（同

324.4）、野菜（同 305.9）等が続いている。 

 この期間、インドの人口は約 2 倍に増加しているが、食料消費ではそれを上回る勢いで増加し

ている品目が多くあることがわかる。 

 同様に、食料の 1 人当たり年間消費量をみると、やはり卵（1970 年を 100 とした指数で 2003

年の値は 384.8）と酒類（同 333.1）、動物性油脂（同 284.4）、植物性油脂（同 227.4）で、消費量

の伸びが大きい。一方、穀類のうち、小麦（同 170.9）は 1人当たり消費量が増加しているが、ト

ウモロコシ（同 47.2）とその他穀類（同 51.9）では消費量が半減しており、豆類の消費量も減少

している。 

 これらのことから、インドにおいても GDP の増加とともに、所得水準が上昇し、食料消費の総

カロリーの増加と、でんぷん質食品の依存から、動物性食品への移行が進展していることが考え

られる。 

 

（３）食料生産の実態 

 以上のような食料消費の変化によって、インドの農産物と畜産物の生産量と、漁獲量がどのよ

うに推移してきたのかを概観する。表表表表 3は、インドにおける主要作物の耕地面積と生産量、単収

を、表表表表 4は、インドにおける畜産物の生産量と漁獲量の推移を示している。 

 まず、表3からインドにおける主要作物の耕地面積の推移をみると、1970-71年に比べて、2006-07

年は、雑穀で耕地面積が減少しているのを除いて、いずれの品目でも耕地面積は増加している。

特に、サトウキビの耕地面積は約 2倍になっている。 

 次に生産量をみると、いずれの品目でも生産量は増加している。小麦が 3.2 倍と最も増加して

いる。サトウキビが 2.8倍、植物性油脂原料が 2.5 倍、米が 2.2倍と続いている。同様に、単収も

いずれの品目も増加しており、小麦で 2.1 倍、米で 1.9倍、雑穀で 1.8 倍となっている。これらの

ことから、主要作物の生産量の増加には、サトウキビでは面積の増加が、穀類と豆類では単収の

増加が相対的に大きく寄与していると思われる。 

 表 4で、動物性食品の生産量と漁獲量についてみると、いずれの品目も増加しており、牛乳で 
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表２　インドにおける食料消費の推移（1970-2003年）

（単位：上段＝万トン、下段＝キログラム）

穀類 油脂類

精米 小麦
トウモ
ロコシ

その他
穀類

動物性
油脂

植物性
油脂

1970 8,389.1 3,760.3 1,981.4 606.2 1,832.1 978.7 2,388.7 909.7 201.1 1,286.5 25.1 155.8 278.1 46.0 232.0 1,062.7 1,391.7 79.3 24.6 27.1

1975 8,587.0 3,530.5 2,432.8 570.0 1,810.6 863.2 2,857.1 1,173.2 224.5 1,548.4 40.2 200.8 355.8 59.8 295.9 1,143.9 1,502.9 81.0 29.4 36.5

1980 9,650.2 4,125.1 3,087.9 547.7 1,768.3 751.2 3,324.0 1,252.2 257.3 1,892.8 50.9 216.8 445.0 69.7 375.3 1,312.8 1,766.1 91.2 39.6 52.6

1985 11,155.0 5,205.9 3,741.1 520.1 1,568.8 1,008.8 3,963.3 1,600.4 309.9 3,106.4 78.2 251.6 502.2 75.6 426.6 1,808.4 2,166.2 145.6 53.8 70.1

1990 13,531.8 6,589.3 4,196.5 663.2 1,969.5 1,141.3 4,523.1 1,659.3 385.6 3,424.0 101.0 325.6 666.3 109.1 557.2 1,883.3 2,377.6 145.4 51.0 97.9

1991 14,121.5 6,932.1 5,089.2 524.7 1,451.1 1,211.4 4,605.6 1,724.2 393.2 3,396.2 104.8 343.0 689.2 113.2 576.0 1,954.4 2,428.0 132.7 57.3 109.1

1992 14,976.8 7,006.2 5,004.6 609.5 2,227.3 1,027.5 4,671.1 1,843.5 419.5 3,591.7 107.9 358.6 686.1 114.6 571.6 2,033.2 2,637.6 172.0 64.5 98.0

1993 13,520.8 6,624.3 4,508.8 498.9 1,773.6 1,076.0 4,903.7 1,717.7 435.2 3,730.5 114.0 375.6 703.1 120.3 582.8 2,169.3 2,929.9 192.8 58.0 106.1

1994 14,378.1 6,959.4 5,219.6 421.6 1,677.5 1,149.2 5,004.4 1,948.7 436.5 3,806.0 123.1 395.0 775.4 130.5 644.9 2,180.3 3,141.2 176.9 66.6 112.0

1995 15,384.0 7,513.7 5,728.0 450.4 1,593.3 1,273.5 5,231.2 1,918.2 445.9 3,993.5 127.8 401.1 822.4 141.2 681.2 2,155.5 3,122.0 160.8 60.1 133.2

1996 15,640.9 7,113.4 5,926.0 525.6 1,957.2 1,150.8 5,259.1 1,977.1 461.7 3,939.2 128.1 439.0 903.5 152.5 751.0 2,086.5 3,301.7 201.9 66.1 162.8

1997 15,577.0 7,574.9 5,778.6 517.3 1,595.5 1,252.4 5,365.7 2,450.4 448.2 4,198.1 134.9 453.7 990.3 158.9 831.4 2,386.4 3,505.3 185.3 61.8 145.8

1998 14,868.0 7,217.2 5,354.4 502.2 1,663.5 1,108.7 5,949.2 1,982.5 467.1 4,279.4 138.1 459.1 879.7 174.4 705.3 2,542.1 3,827.7 227.6 66.5 141.5

1999 15,469.8 7,458.0 5,831.5 519.9 1,541.8 1,249.4 6,595.4 2,402.6 481.6 4,339.6 142.0 480.2 1,144.2 194.0 950.2 2,517.4 3,886.0 266.5 71.3 164.7

2000 15,567.7 7,592.8 5,814.8 482.7 1,566.1 1,094.9 6,700.7 2,528.5 500.2 4,277.8 169.3 475.3 1,245.8 212.1 1,033.6 2,485.6 3,625.4 272.3 71.2 169.1

2001 15,797.5 7,621.4 5,923.0 456.3 1,684.9 1,158.1 7,267.1 2,386.7 526.5 4,224.1 179.6 505.2 1,220.4 239.4 981.0 2,511.6 3,678.6 280.5 76.0 162.5

2002 16,506.6 8,747.7 6,143.5 314.1 1,190.5 1,229.6 6,561.4 2,505.5 539.3 4,165.1 183.2 505.2 1,297.5 257.0 1,040.5 2,560.9 3,959.7 284.7 79.1 161.6

2003 16,935.7 7,575.8 6,778.4 572.2 1,901.6 1,242.6 7,306.7 2,596.1 556.8 4,435.6 193.1 505.2 1,318.3 262.1 1,056.2 2,570.5 4,021.5 288.2 73.1 180.9

1970 152.72 68.45 36.07 11.04 33.35 17.82 43.49 16.56 3.66 23.42 0.46 2.84 5.06 0.84 4.22 19.35 25.33 1.44 0.45 0.49

1975 139.91 57.52 39.64 9.29 29.50 14.06 46.55 19.11 3.66 25.23 0.66 3.27 5.80 0.97 4.82 18.64 24.49 1.32 0.48 0.60

1980 140.15 59.91 44.85 7.95 25.68 10.91 48.27 18.18 3.74 27.49 0.74 3.15 6.46 1.01 5.45 19.07 25.65 1.32 0.57 0.76

1985 144.66 67.51 48.52 6.75 20.34 13.08 51.40 20.75 4.02 40.28 1.01 3.26 6.51 0.98 5.53 23.45 28.09 1.89 0.70 0.91

1990 157.31 76.60 48.79 7.71 22.90 13.27 52.58 19.29 4.48 39.81 1.17 3.78 7.75 1.27 6.48 21.89 27.64 1.69 0.59 1.14

1991 160.69 78.88 57.91 5.97 16.51 13.78 52.41 19.62 4.47 38.65 1.19 3.90 7.84 1.29 6.55 22.24 27.63 1.51 0.65 1.24

1992 166.85 78.05 55.76 6.79 24.81 11.45 52.04 20.54 4.67 40.01 1.20 3.99 7.64 1.28 6.37 22.65 29.38 1.92 0.72 1.09

1993 147.52 72.28 49.19 5.44 19.35 11.74 53.50 18.74 4.75 40.70 1.24 4.10 7.67 1.31 6.36 23.67 31.97 2.10 0.63 1.16

1994 153.70 74.40 55.80 4.51 17.93 12.29 53.50 20.83 4.67 40.69 1.32 4.22 8.29 1.39 6.89 23.31 33.58 1.89 0.71 1.20

1995 161.21 78.74 60.02 4.72 16.70 13.35 54.82 20.10 4.67 41.85 1.34 4.20 8.62 1.48 7.14 22.59 32.72 1.68 0.63 1.40

1996 160.75 73.11 60.91 5.40 20.12 11.83 54.05 20.32 4.74 40.49 1.32 4.51 9.29 1.57 7.72 21.44 33.93 2.07 0.68 1.67

1997 157.10 76.40 58.28 5.22 16.09 12.63 54.12 24.71 4.52 42.34 1.36 4.58 9.99 1.60 8.38 24.07 35.35 1.87 0.62 1.47

1998 147.22 71.46 53.02 4.97 16.47 10.98 58.91 19.63 4.62 42.37 1.37 4.55 8.71 1.73 6.98 25.17 37.90 2.25 0.66 1.40

1999 150.46 72.54 56.72 5.06 15.00 12.15 64.15 23.37 4.68 42.21 1.38 4.67 11.13 1.89 9.24 24.48 37.80 2.59 0.69 1.60

2000 148.80 72.57 55.58 4.61 14.97 10.46 64.05 24.17 4.78 40.89 1.62 4.54 11.91 2.03 9.88 23.76 34.65 2.60 0.68 1.62

2001 148.45 71.62 55.66 4.29 15.83 10.88 68.29 22.43 4.95 39.69 1.69 4.75 11.47 2.25 9.22 23.60 34.57 2.64 0.71 1.53

2002 152.57 80.85 56.78 2.90 11.00 11.37 60.65 23.16 4.98 38.50 1.69 4.67 11.99 2.38 9.62 23.67 36.60 2.63 0.73 1.49

2003 154.03 68.90 61.65 5.20 17.30 11.30 66.45 23.61 5.06 40.34 1.76 4.59 11.99 2.38 9.61 23.38 36.58 2.62 0.67 1.65

資料：FAOSTATより作成。
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表 ３ 　 イ ン ド に お け る 主 要 作 物 の 耕 地 面 積 及 び 生 産 量 、 単 收 の 年 次 推 移

（単 位 ： 1 0 0万 h a、 kg／ ha）

穀 類

面 積 生 産 量 単 收 面 積 生 産 量 単 收 面 積 生 産 量 単 收 面 積 生 産 量 単 收 面 積 生 産 量 単 收 面 積 生 産 量 単 收 面 積 生 産 量 単 收

1 9 7 0 -7 1 10 1 .8 9 6 .6 94 9 .1 3 7 .6 4 2 .2 1 ,1 2 3 .2 1 8 .2 2 3 .8 1 ,3 0 6 .5 4 6 .0 3 0 .6 6 6 4 .9 2 2 .5 1 1 .8 5 2 4 .4 1 6 .6 9 .6 5 7 8 .7 2 .6 1 2 6 .4 4 8 ,2 3 2 .8

1 9 7 5 -7 6 10 3 .7 1 0 8 .0 1 ,0 4 1 .1 3 9 .5 4 8 .7 1 ,2 3 4 .5 2 0 .5 2 8 .8 1 ,4 1 0 .3 4 3 .8 3 0 .4 6 9 4 .3 2 4 .5 1 3 .0 5 3 3 .3 1 6 .9 1 0 .6 6 2 7 .1 2 .8 1 4 0 .6 5 0 ,9 4 2 .0

1 9 8 0 -8 1 10 4 .2 1 1 9 .0 1 ,1 4 1 .5 4 0 .2 5 3 .6 1 ,3 3 5 .7 2 2 .3 3 6 .3 1 ,6 2 9 .7 4 1 .8 2 9 .0 6 9 4 .6 2 2 .5 1 0 .6 4 7 3 .3 1 7 .6 9 .4 5 3 2 .4 2 .7 1 5 4 .3 5 7 ,7 7 1 .5

1 9 8 5 -8 6 10 3 .6 1 3 7 .1 1 ,3 2 3 .0 4 1 .1 6 3 .8 1 ,5 5 1 .5 2 3 .0 4 7 .1 2 ,0 4 5 .7 3 9 .5 2 6 .2 6 6 3 .8 2 4 .4 1 3 .4 5 4 7 .1 1 9 .0 1 0 .8 5 6 9 .4 2 .9 1 7 0 .7 5 9 ,8 7 7 .2

1 9 9 0 -9 1 10 3 .2 1 6 2 .1 1 ,5 7 1 .3 4 2 .7 7 4 .3 1 ,7 4 0 .2 2 4 .2 5 5 .1 2 ,2 8 1 .3 3 6 .3 3 2 .7 9 0 0 .3 2 4 .7 1 4 .3 5 7 8 .3 2 4 .2 1 8 .6 7 7 0 .6 3 .7 2 4 1 .1 6 5 ,3 2 5 .2

1 9 9 1 -9 2 9 9 .3 1 5 6 .4 1 ,5 7 4 .1 4 2 .7 7 4 .7 1 ,7 5 1 .0 2 3 .3 5 5 .7 2 ,3 9 4 .2 3 3 .4 2 6 .0 7 7 7 .7 2 2 .5 1 2 .0 5 3 3 .3 2 5 .9 1 8 .6 7 1 8 .4 3 .8 2 5 4 .0 6 6 ,1 4 5 .8

1 9 9 2 -9 3 10 0 .8 1 6 6 .7 1 ,6 5 3 .5 4 1 .8 7 2 .9 1 ,7 4 3 .9 2 4 .6 5 7 .2 2 ,3 2 6 .6 3 4 .4 3 6 .6 1 ,0 6 3 .0 2 2 .4 1 2 .8 5 7 3 .3 2 5 .2 2 0 .1 7 9 6 .8 3 .6 2 2 8 .0 6 3 ,8 7 3 .9

1 9 9 3 -9 4 10 0 .5 1 7 1 .0 1 ,7 0 0 .9 4 2 .5 8 0 .3 1 ,8 8 7 .6 2 5 .2 5 9 .8 2 ,3 7 9 .3 3 2 .8 3 0 .8 9 3 9 .1 2 2 .3 1 3 .3 5 9 7 .8 2 6 .9 2 1 .5 7 9 9 .3 3 .4 2 2 9 .7 6 7 ,1 5 2 .0

1 9 9 4 -9 5 10 0 .7 1 7 7 .5 1 ,7 6 2 .6 4 2 .8 8 1 .8 1 ,9 1 1 .0 2 5 .7 6 5 .8 2 ,5 5 9 .1 3 2 .2 2 9 .9 9 2 8 .8 2 3 .0 1 4 .0 6 0 9 .6 2 5 .3 2 1 .3 8 4 3 .5 3 .9 2 7 5 .5 7 1 ,1 9 9 .0

1 9 9 5 -9 6 9 8 .7 1 6 8 .1 1 ,7 0 2 .7 4 2 .8 7 7 .0 1 ,7 9 6 .9 2 5 .0 6 2 .1 2 ,4 8 3 .0 3 0 .9 2 9 .0 9 4 0 .1 2 2 .3 1 2 .3 5 5 2 .5 2 6 .0 2 2 .1 8 5 1 .7 4 .2 2 8 1 .1 6 7 ,7 3 4 .9

1 9 9 6 -9 7 10 1 .1 1 8 5 .2 1 ,8 3 1 .2 4 3 .4 8 1 .7 1 ,8 8 2 .1 2 5 .9 6 9 .4 2 ,6 7 8 .6 3 1 .8 3 4 .1 1 ,0 7 2 .0 2 2 .5 1 4 .2 6 3 4 .3 2 6 .3 2 4 .4 9 2 5 .6 4 .2 2 7 7 .6 6 6 ,5 6 1 .2

1 9 9 7 -9 8 10 1 .0 1 7 9 .3 1 ,7 7 5 .4 4 3 .5 8 2 .5 1 ,8 9 9 .4 2 6 .7 6 6 .4 2 ,4 8 5 .0 3 0 .8 3 0 .4 9 8 6 .1 2 2 .9 1 3 .0 5 6 7 .6 2 6 .1 2 1 .3 8 1 6 .2 3 .9 2 7 9 .5 7 1 ,1 2 9 .8

1 9 9 8 -9 9 10 1 .7 1 8 8 .7 1 ,8 5 6 .3 4 4 .8 8 6 .1 1 ,9 2 1 .4 2 7 .5 7 1 .3 2 ,5 9 0 .5 2 9 .3 3 1 .3 1 ,0 6 8 .2 2 3 .5 1 4 .9 6 3 4 .5 2 6 .2 2 4 .8 9 4 3 .6 4 .1 2 8 8 .7 7 1 ,2 8 8 .9

1 9 9 9 -0 0 10 2 .0 1 9 6 .4 1 ,9 2 5 .5 4 5 .2 8 9 .7 1 ,9 8 5 .8 2 7 .5 7 6 .4 2 ,7 7 8 .1 2 9 .3 3 0 .3 1 ,0 3 3 .7 2 1 .1 1 3 .4 6 3 5 .4 2 4 .3 2 0 .7 8 5 3 .4 4 .2 2 9 9 .3 7 0 ,9 2 8 .9

2 0 0 0 -0 1 10 0 .7 1 8 5 .7 1 ,8 4 4 .5 4 4 .7 8 5 .0 1 ,9 0 0 .7 2 5 .7 6 9 .7 2 ,7 0 8 .1 3 0 .3 3 1 .1 1 ,0 2 7 .1 2 0 .4 1 1 .1 5 4 4 .5 2 2 .8 1 8 .4 8 0 9 .8 4 .3 2 9 6 .0 6 8 ,5 0 9 .3

2 0 0 1 -0 2 10 0 .8 1 9 9 .5 1 ,9 7 9 .9 4 4 .9 9 3 .3 2 ,0 7 8 .8 2 6 .3 7 2 .8 2 ,7 6 2 .7 2 9 .5 3 3 .4 1 ,1 3 0 .8 2 2 .0 1 3 .4 6 0 7 .5 2 2 .6 2 0 .7 9 1 2 .5 4 .4 2 9 7 .2 6 7 ,3 9 4 .6

2 0 0 2 -0 3 9 3 .4 1 6 3 .7 1 ,7 5 2 .7 4 1 .2 7 1 .8 1 ,7 4 4 .1 2 5 .2 6 5 .8 2 ,6 0 9 .5 2 7 .0 2 6 .1 9 6 5 .9 2 0 .5 1 1 .1 5 4 2 .9 2 1 .5 1 4 .8 6 9 0 .6 4 .5 2 8 7 .4 6 3 ,5 7 9 .6

2 0 0 3 -0 4 10 0 .0 1 9 8 .3 1 ,9 8 3 .1 4 2 .6 8 8 .5 2 ,0 7 8 .7 2 6 .6 7 2 .2 2 ,7 1 2 .8 3 0 .8 3 7 .6 1 ,2 2 0 .8 2 3 .5 1 4 .9 6 3 5 .5 2 3 .7 2 5 .2 1 ,0 6 4 .7 3 .9 2 3 3 .9 5 9 ,5 0 6 .4

2 0 0 4 -0 5 9 7 .3 1 8 5 .2 1 ,9 0 3 .4 4 1 .9 8 3 .1 1 ,9 8 3 .5 2 6 .4 6 8 .6 2 ,6 0 2 .0 2 9 .0 3 3 .5 1 ,1 5 2 .9 2 2 .8 1 3 .1 5 7 6 .9 2 7 .5 2 4 .4 8 8 4 .8 3 .7 2 3 7 .1 6 4 ,7 7 6 .0

2 0 0 5 -0 6 9 9 .2 1 9 5 .2 1 ,9 6 8 .2 4 3 .7 9 1 .8 2 ,1 0 2 .4 2 6 .5 6 9 .4 2 ,6 1 9 .0 2 9 .0 3 4 .1 1 ,1 7 3 .2 2 2 .4 1 3 .4 5 9 8 .0 2 7 .9 2 8 .0 1 ,0 0 4 .3 4 .2 2 8 1 .2 6 6 ,9 4 5 .2

2 0 0 6 -0 7 10 0 .5 2 0 3 .1 2 ,0 2 0 .4 4 3 .8 9 3 .4 2 ,1 3 0 .8 2 8 .0 7 5 .8 2 ,7 0 8 .1 2 8 .7 3 3 .9 1 ,1 8 1 .5 2 3 .2 1 4 .2 6 1 2 .3 2 6 .5 2 4 .3 9 1 6 .3 5 .2 3 5 5 .5 6 9 ,0 3 3 .0

資 料 ： D epa rtm en t o f A g ricu ltu re  &  C oop e ra tio n「 Ag ricu ltu ra l S ta tis tic s  a t a  G lan ce  2 0 08」 よ り 作 成 。

注 　 ： 植 物 性 油 脂 原 料 は 、 ヤ シ と 綿 実 を 除 く 。

年 次
豆 類 植 物 性 油 脂 原 料 サ ト ウ キ ビ

米 小 麦 雑 穀
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は 1985-86 年の 4,400 万トンから、2006-07 年には 10,090 万トン（1985-86 年の 2.3 倍）に、同様

に卵では 161.3億個から 507 億個（同 3.1倍）に、海水面漁獲量では 171.6万トンから 302.4 万ト

ン（同 1.8 倍）に、内水面漁獲量では 116.0 万トンから 384.5 万トン（同 3.3 倍）になっている。

特に、内水面漁獲量と卵の生産量の増加が顕著であることがわかる。 

 

（４）農産物貿易の概況 

 表表表表 5では、インドの総輸出入額と農産物の輸出入額、輸出入額全体に占める農産物輸出入額の

割合を示している。これをみると、貿易全体の輸入額は、1990-91 年では 4,317 億ルピーであった

が、2006-07 年には 19.5倍の 8兆 4,050億ルピーに増加している。一方、1990-91 年の総輸出額は

表４　インドにおける畜産物の生産量および漁獲量の年次推移

漁獲量

海水面 内水面

（100万トン） （10億個） （10万トン） （10万トン） （10万トン）

1970-71 17.56 10.86 6.70

1980-81 24.42 15.55 8.87

1985-86 44.00 16.13 28.76 17.16 11.60

1990-91 53.90 21.10 38.36 23.00 15.36

1991-92 55.70 21.98 41.57 24.47 17.10

1992-93 58.00 22.93 43.65 25.76 17.89

1993-94 60.60 24.17 46.44 26.49 19.95

1994-95 64.00 25.98 47.89 26.92 20.97

1995-96 66.20 27.20 49.49 27.07 22.42

1996-97 69.10 27.50 53.48 29.67 23.81

1997-98 72.10 28.69 53.88 29.50 24.38

1998-99 75.40 29.48 52.98 26.96 26.02

1999-00 78.30 30.40 56.75 28.52 28.23

2000-01 80.60 36.60 56.56 28.11 28.45

2001-02 84.40 38.70 59.56 28.30 31.26

2002-03 86.20 39.80 62.00 29.90 32.10

2003-04 88.10 40.40 63.99 29.41 34.58

2004-05 92.60 45.20 63.05 27.79 35.25

2005-06 97.10 46.20 65.72 28.16 37.56

2006-07 100.90 50.70 68.69 30.24 38.45

資料：Department of Animal Husbandry, Dairying & Fisheries, Ministry of Agricultureの

　　　データより作成。

注　：漁獲量の2006-07年の値は、暫定値である。

牛乳 卵
年次
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3,252億ルピーであったが、2006-07 年にはその 17.6倍の 5,兆 179 億ルピーになっている。1990-01

年から 2006-07 年の間、輸入額は常に輸出額を上回っており、貿易全体でみた場合、インドは純

輸入国であることがわかる。 

 同様に、農産物の輸出入額についてみると、まず、輸入額は、1990-91 年以降、多少の増減は

あるものの増加傾向にあり、2006-07 年には 2,963億ルピー（1990-91 年の農産物輸入額 24.6 倍）

に達している。次に、輸入額全体に占める農産物輸入額の割合をみると、1998-99 年に 8.17％と

割合が最も高くなったが、それ以降は低下傾向にあり、2006-07 年には 3.53％となっている。 

 農産物輸出額は、1990-91 年以降、1999-00 年を除き、常に前年の輸出額を上回っており、2006-07

年には、1990-91 年の 10.4 倍の 6,241 億ルピーにまで増加している。輸出額全体に占める農産物

輸出額の割合をみると、1990-91 年から 1999-00 年までの期間は、15％台から 20％台の間で推移

していたが、2000-01 年以降は低下・低迷傾向にあり、2006-07 年には 10.9％となっている。 

 これらのことから、農産物貿易においては、輸入額と輸出額ともに増加しているが、貿易全体

に占める割合は低下傾向にあることがわかる。また、1990-91 年以降、インドは、農産物につい

表５　インドにおける輸出入金額の推移

（単位：1,000万ルピー、％）

総輸入額 総輸出金額

農産物
輸入額

農産物
輸入額
の割合

農産物
輸出額

農産物
輸出額
の割合

1990-91 43,170.82 1,205.86 2.79 32,527.28 6,012.76 18.49

1991-92 47,850.84 1,478.27 3.09 44,041.81 7,838.04 17.80

1992-93 63,374.52 2,876.25 4.54 53,688.26 9,040.30 16.84

1993-94 73,101.01 2,327.33 3.18 69,748.85 12,586.55 18.05

1994-95 89,970.70 5,937.21 6.60 82,673.40 13,222.76 15.99

1995-96 122,678.14 5,890.10 4.80 106,353.35 20,397.74 19.18

1996-97 138,919.88 6,612.60 4.76 118,817.32 24,161.29 20.33

1997-98 154,176.29 8,784.19 5.70 130,100.64 24,832.45 19.09

1998-99 178,331.69 14,566.48 8.17 139,751.77 25,510.64 18.25

1999-00 215,528.53 16,066.73 7.45 159,095.20 25,313.66 15.91

2000-01 228,306.64 12,086.23 5.29 201,356.45 28,657.37 14.23

2001-02 245,199.72 16,256.61 6.63 209,017.97 29,728.61 14.22

2002-03 297,205.87 17,608.83 5.92 255,137.28 34,653.94 13.58

2003-04 359,107.66 21,972.68 6.12 293,366.75 37,266.52 12.70

2004-05 501,064.54 22,811.84 4.55 375,339.53 41,602.65 11.08

2005-06 660,408.90 21,499.22 3.26 456,417.86 49,216.96 10.78

2006-07 840,506.31 29,637.86 3.53 571,779.28 62,411.42 10.92

資料：Director General of Commercial Intelligence & Statistics, Ministry of Commerceの

　　　データより作成。

年次
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ては純輸出国の立場にあり、現在もその状態を維持している。 

 次いで、農産物の輸出入について多少詳細にみてみよう。表表表表 6は、インドにおける主要農産物

の輸入数量と金額を示している。2006-2007 の輸入額では、食用植物性油脂が 953 億ルピーと最

も大きく、それに小麦が 585 億ルピー、豆類が 389 億ルピーと続いている。逆に、米が 410 万ル

ピーと最も小さい。 

 また、輸入量の傾向をみると、穀物調製品と豆類、食用植物性油脂、動植物油脂、カシューナ

ッツ、果物・ナッツ（カシューナッツを除く）、香辛料、茶では、1990-91 年以降、相対的に増加

傾向もしくは同水準を保っている。それらに対して、米と小麦、その他穀類、牛乳・クリーム、

油糧種子（輸入額を使用）、砂糖では、年次による輸入量の変動が大きい。 

 表表表表 7 から農産物の輸出額と数量をみると、2006-07 年では、水産加工品が 800 億ルピーと最も

大きく、次いで米が 703 億ルピー、植物性油脂原料が 550 億ルピーと続いている。1990-91 年と

の比較では、米、植物性油脂原料、砂糖、香辛料などが大きく増加している。小麦とその他穀類、

砂糖は、年次による輸出額の変動が大きい特徴がある。 

 
表６　インドにおける輸入農産物の数量と金額

（単位：1,000トン、1,000万ルピー）

数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額

1990-91 66.06 39.19 65.95 24.19 1.59 0.28 118.75 86.99 791.95 473.24 0.98 3.38 - 6.42

1991-92 12.12 10.94 - - 1.35 0.22 174.30 162.26 312.61 255.27 2.13 8.01 - 9.65

1992-93 102.38 73.32 1,363.70 710.06 1.18 0.19 145.87 182.19 382.62 334.37 9.43 44.79 - 10.64

1993-94 75.52 55.26 241.70 125.65 0.53 0.11 85.03 109.87 628.16 567.01 2.55 16.53 - 6.98

1994-95 6.99 8.55 0.54 0.38 0.99 0.34 71.85 83.06 554.27 592.73 0.95 5.72 - 5.35

1995-96 0.08 0.05 8.24 10.39 1.04 0.24 55.65 69.48 490.75 685.57 5.09 37.01 - 36.17

1996-97 - 0.02 612.68 403.76 1.96 0.50 49.48 82.67 654.91 890.34 0.42 2.60 - 4.70

1997-98 0.05 0.06 1,485.78 988.98 1.12 0.34 59.83 94.01 1,008.16 1,194.64 0.78 5.36 - 2.47

1998-99 6.65 5.40 1,803.70 1,164.78 2.02 1.07 38.45 39.20 563.60 708.81 1.89 12.31 - 8.52

1999-00 34.99 29.95 1,365.97 774.35 205.20 114.07 14.36 43.14 250.77 354.69 18.89 107.31 - 15.42

2000-01 13.19 17.78 4.22 2.87 30.37 15.55 21.78 50.89 349.84 498.47 1.32 7.48 - 7.21

2001-02 0.06 0.07 1.35 0.84 4.76 3.58 35.13 82.34 2,217.82 3,160.16 1.17 8.39 - 1.34

2002-03 0.87 1.09 - - 1.12 0.67 51.74 116.79 1,992.29 2,737.05 1.14 9.55 - 11.49

2003-04 0.04 0.10 0.45 0.20 1.59 1.90 32.62 85.70 1,701.16 2,251.10 11.44 89.40 - 13.80

2004-05 - - - - 6.62 6.56 45.46 112.16 1,339.45 1,777.58 2.21 12.87 - 28.41

2005-06 0.26 0.34 - - 27.88 30.09 42.40 129.23 1,695.95 2,476.25 1.63 14.20 - 47.03

2006-07 0.16 0.41 6,079.56 5,850.49 7.96 11.73 38.22 132.92 2,270.97 3,891.91 3.09 28.90 - 104.47

数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額

1990-91 484.58 322.22 0.31 0.47 12.10 9.44 81.72 132.37 - 107.67 - - - -

1991-92 226.05 247.79 0.40 1.02 2.59 0.83 106.08 266.68 - 100.05 - - - -

1992-93 102.77 166.88 0.47 1.53 1.34 0.43 134.99 376.33 - 188.92 - - - -

1993-94 114.36 166.63 0.64 1.69 0.35 0.45 191.32 482.70 - 217.82 25.68 75.72 - -

1994-95 346.75 624.24 0.75 1.96 1,780.78 2,283.12 228.18 691.29 - 313.60 20.27 54.97 - -

1995-96 1,061.99 2,261.93 0.94 3.24 150.63 215.89 222.82 760.08 - 330.86 24.28 74.12 - -

1996-97 1,415.79 2,929.19 0.77 3.32 2.13 3.18 212.86 687.57 - 456.03 29.00 97.14 - -

1997-98 1,265.75 2,764.67 0.99 4.58 346.91 470.25 246.20 767.19 - 575.07 34.08 134.92 - -

1998-99 2,621.85 7,588.93 1.46 6.89 900.47 1,111.22 243.35 968.76 - 670.39 61.12 298.58 - -

1999-00 4,195.64 8,046.05 1.35 10.07 1,181.18 1,110.80 256.00 1,198.26 - 590.84 65.08 294.10 5.06 25.61

2000-01 4,177.17 5,976.53 1.18 10.89 30.40 31.11 249.32 960.85 - 797.76 43.87 254.13 10.87 41.44

2001-02 4,321.83 6,464.97 1.21 10.37 25.58 32.60 161.79 431.14 - 756.76 86.29 503.87 10.31 67.01

2002-03 4,365.03 8,779.64 1.45 11.61 41.43 32.83 402.98 1,236.24 - 641.76 121.28 586.44 23.64 125.30

2003-04 5,294.56 11,674.40 1.76 12.60 50.65 42.80 442.59 1,371.80 - 815.50 147.69 581.90 10.76 64.50

2004-05 4,751.19 11,076.89 1.42 12.78 932.74 976.18 479.71 1,804.96 - 1,100.83 107.22 593.83 31.76 146.92

2005-06 4,288.10 8,960.99 1.47 14.24 558.77 651.59 543.94 2,089.46 - 1,390.32 108.93 687.81 18.75 108.14

2006-07 4,269.38 9,539.90 1.11 11.19 1.05 3.48 586.49 1,820.75 - 1,913.11 118.51 738.90 23.29 127.06

資料：Director General of Commercial Intelligence & Statistics, Ministry of Commerceのデータより作成。

年次
米 小麦 その他穀類 穀物調製品 豆類 牛乳・クリーム 油糧種子

年次
食用植物性油脂 動植物油脂 砂糖 カシューナッツ

果物・ナッツ
（カシューナッツ

を除く）
香辛料 茶
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表７　インドにおける輸出農産物の数量と金額

（単位：1,000トン、1,000万ルピー）

数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額

1990-91 527.47 439.95 134.41 29.23 7.32 2.77 - - 49.88 441.46 59.77 91.31 33.02 58.00

1991-92 678.47 755.59 586.52 126.98 14.15 7.01 - - 65.51 671.51 59.59 102.49 3.61 7.34

1992-93 580.41 975.60 36.75 10.21 17.06 10.16 34.31 53.44 58.40 744.85 67.70 116.22 4.34 7.72

1993-94 1,092.42 1,286.72 0.39 0.21 148.32 34.02 43.60 73.59 74.84 1,045.31 39.05 73.51 254.21 170.63

1994-95 890.63 1,205.79 86.63 42.34 84.24 28.03 50.51 90.41 76.90 1,244.65 59.57 141.73 51.12 101.32

1995-96 4,914.01 4,568.08 632.47 366.76 28.10 16.97 61.36 131.91 70.07 1,235.70 84.14 257.26 118.91 230.69

1996-97 2,512.20 3,172.36 1,145.90 698.45 71.04 48.65 55.22 131.58 68.86 1,285.48 103.80 275.28 148.78 325.84

1997-98 2,389.06 3,371.00 1.52 0.40 15.35 12.59 168.05 360.89 76.90 1,399.91 129.32 302.58 245.40 566.30

1998-99 4,963.68 6,280.76 1.76 1.36 9.53 8.68 104.10 223.03 77.28 1,627.47 105.25 323.51 58.33 139.66

1999-00 1,896.17 3,125.92 - - 6.05 9.91 194.18 419.56 92.32 2,456.61 95.11 328.22 158.13 371.76

2000-01 1,531.29 2,932.20 813.49 415.09 45.09 38.75 244.08 537.08 89.16 2,049.58 182.38 515.27 201.37 316.40

2001-02 2,208.56 3,174.14 2,649.38 1,330.21 144.73 115.92 161.64 369.13 98.20 1,788.68 218.97 562.23 112.81 250.94

2002-03 4,967.87 5,831.24 3,671.25 1,759.87 106.08 91.06 148.08 345.02 129.43 2,052.94 118.31 372.89 67.89 178.30

2003-04 3,372.23 4,133.08 4,022.71 2,349.37 570.30 375.91 150.99 322.57 100.30 1,696.99 191.08 699.60 176.93 544.09

2004-05 4,778.10 6,768.92 2,009.35 1,459.82 1,178.03 793.82 271.18 602.57 118.11 2,477.18 168.28 708.95 177.15 547.02

2005-06 4,088.17 6,221.27 746.18 557.53 567.22 453.82 447.44 1,115.21 125.10 2,584.70 199.81 746.60 190.06 513.69

2006-07 4,747.95 7,035.91 46.64 35.35 730.38 599.25 250.70 773.34 122.78 2,291.18 233.34 939.58 251.43 79.86

数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額

1990-91 - - - - - 140.93 - - - - 158.45 959.68 2,411.20 624.90

1991-92 - - - - - 230.74 - - - - 190.19 1,442.72 2,958.07 921.39

1992-93 - - - - - 257.11 - - - - 210.79 1,743.15 3,678.84 1,545.29

1993-94 - - - - - 344.52 - - - - 257.98 2,551.89 4,837.28 2,323.92

1994-95 - 247.98 - 79.14 - 402.73 - 48.83 - - 320.91 3,536.64 4,150.85 1,797.84

1995-96 - 297.41 - 142.75 - 627.00 - 58.76 - - 327.37 3,381.13 4,300.82 2,348.61

1996-97 - 334.38 - 116.79 - 708.91 - 123.79 - - 394.55 4,007.63 4,787.85 3,495.34

1997-98 - 312.95 - 116.51 - 808.35 - 118.04 - - 398.20 4,486.76 4,497.91 3,435.23

1998-99 - 274.02 - 167.27 - 788.12 - 96.97 - - 311.26 4,368.55 3,487.81 1,941.69

1999-00 - 335.47 - 184.71 - 819.43 - 58.68 - 62.83 390.74 5,124.56 2,594.25 1,637.86

2000-01 - 456.93 - 228.25 - 1,469.69 - 108.20 - 104.82 502.60 6,367.29 2,417.24 2,044.69

2001-02 - 575.20 - 198.79 - 1,193.28 - 207.96 - 148.29 468.03 5,898.34 2,781.72 2,262.93

2002-03 - 642.78 - 256.73 - 1,377.19 - 176.45 - 182.07 527.87 6,928.05 1,776.13 1,487.35

2003-04 - 939.70 - 296.24 - 1,602.44 - 159.41 - 247.96 405.26 6,067.84 3,172.31 3,271.63

2004-05 - 862.99 - 362.46 - 1,905.27 - 458.79 - 281.96 483.52 6,469.22 3,603.38 3,177.60

2005-06 - 919.81 - 494.48 - 2,750.17 - 794.61 - 313.37 554.20 7,035.91 5,976.00 4,875.01

2006-07 - 1,546.53 - 650.23 - 3,314.03 - 497.09 - 313.82 611.55 8,001.04 6,437.43 5,504.32

数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額

1990-91 200.82 37.39 - 217.29 - - - 61.98 100.40 233.21 202.00 1,074.82 85.98 253.32

1991-92 445.71 157.25 - 348.98 - - - 88.34 141.85 372.13 216.43 1,211.64 98.42 332.00

1992-93 485.10 353.51 - 312.42 - - - 119.76 128.71 393.42 168.07 976.56 114.14 376.25

1993-94 204.53 178.08 - 414.34 - - - 155.60 182.33 568.91 154.28 1,059.16 118.47 545.60

1994-95 51.08 62.16 3.54 22.98 - 188.75 - 169.44 154.95 612.24 151.45 975.48 128.47 1,052.93

1995-96 863.72 506.40 6.72 41.14 - 230.19 - 204.56 203.73 793.52 158.75 1,171.11 156.09 1,502.94

1996-97 667.27 860.80 2.80 42.08 - 244.40 - 209.44 222.09 1,202.14 179.55 1,037.08 163.03 1,426.59

1997-98 173.28 244.45 4.65 53.48 - 276.84 - 272.87 230.53 1,409.66 193.70 1,876.29 160.27 1,696.14

1998-99 12.74 17.36 4.95 64.58 - 266.33 - 290.87 209.83 1,632.52 210.40 2,264.89 193.61 1,727.92

1999-00 13.00 18.14 5.40 79.50 - 307.43 - 373.21 234.99 1,767.43 179.31 1,784.67 190.11 1,434.85

2000-01 338.69 430.98 9.28 62.59 - 386.38 - 556.84 244.68 1,617.74 187.43 1,788.71 184.90 1,184.87

2001-02 1,456.45 1,728.29 4.93 62.19 - 417.15 - 512.55 239.29 1,496.97 180.10 1,719.22 176.26 1,094.92

2002-03 1,662.37 1,769.49 8.92 97.96 - 447.32 - 574.13 277.02 1,655.49 182.86 1,652.07 184.87 993.98

2003-04 1,184.64 1,201.43 5.33 52.30 - 760.65 - 411.30 246.98 1,525.60 184.30 1,594.56 180.44 1,082.22

2004-05 108.69 149.53 6.74 66.04 - 862.26 - 369.16 364.53 1,883.18 183.40 1,840.30 167.55 1,069.08

2005-06 321.20 569.10 7.52 92.96 - 1,120.69 - 599.91 400.24 2,115.98 162.86 1,730.73 177.68 1,588.69

2006-07 1,643.40 3,127.47 8.10 121.59 - 1,413.98 - 711.40 482.80 3,157.90 185.63 1,969.51 213.65 1,969.00

資料：Director General of Commercial Intelligence & Statistics, Ministry of Commerceのデータより作成。

年次
米 小麦 その他穀類 豆類 カシューナッツ ゴマ 落花生

年次
生鮮野菜 加工野菜 肉調整品 家禽・乳製品 家禽加工品 水産加工品 植物性油脂原料

年次
砂糖 果物・野菜種子 生鮮果物 果汁 香辛料 茶 コーヒー
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 これらのことから、穀類と砂糖では、国内需給を調整するために、スポット的に輸入と輸出が

行われている可能性が考えられる。 

 

（５）主要農産物の卸売物価指数の推移 

 最後に、若干ではあるが、1997-98 年から 2007-08 年までの主要農産物の卸売物価指数の推移を

考察する。表表表表 8888 は、主要農産物の卸売物価指数の 1993-94 年を 100 とする値と、1997-98～2002-03

年と 2003-04～2007-08 年の 2 期間について、卸売物価指数の平均変化率を示している。総平均を

みると、2007-08 年では 215.7 となっている。食料品は、同 222.0 であり、総平均より若干高い。

これを品目別にみると、リンゴが同 521.8 と最も上昇しており、これにオレンジが同 504.9、ソル

ガムが同 309.4、豆類が同 243.1、調味料・香辛料が同 239.6、トウジンビエが同 227.6、小麦が同

225.7、野菜が同 224.0 と続いている。なお、これらの品目では、食料品全体の指数を上回ってい

る。逆に、砂糖で 2007-08 年の卸売物価指数は、155.2 と最も低くなっている。同様に、食用植物

油と米も、それぞれ同 175.1 と同 191.7 と食料品全体の指数を下回る値となっている。これら品目

は、いずれも生産量や原料となる作物の単収が増加しているものである。また、1997-98～2002-03

年と 2003-04～2007-08 年の 2 期間について、卸売物価指数の平均変化率を比較すると、ソルガム

とトウジンビエ、トウモロコシ、豆類、砂糖、植物性油脂原料、野菜、調味料・香辛料では、2003-04

～2007-08 年の方が上昇率が高い。このため、これら品目では、今後さらなる価格上昇が予想さ

れる。 

 

 

 

表８　インドにおける主要農産物の卸売物価指数の推移

穀類

米 小麦 ソルガム
トウジ
ンビエ

トウモ
ロコシ

100 .00 15 .40 6 .14 5 .01 4 .41 2 .45 1 .38 0 .22 0 .11 0 .19

132 .8 141 .4 137 .5 139 .3 138 .4 134 .3 138 .1 172 .3 147 .2 148 .5

140 .7 159 .4 151 .8 152 .0 150 .9 146 .2 151 .8 191 .1 143 .4 154 .4

145 .3 165 .5 143 .0 176 .4 177 .8 171 .3 174 .7 240 .6 156 .6 193 .6

155 .7 170 .5 146 .5 173 .8 173 .0 167 .5 176 .6 199 .7 201 .2 178 .9

161 .3 176 .1 152 .9 172 .4 170 .1 167 .0 175 .3 182 .4 184 .0 171 .5

166 .8 179 .2 165 .4 174 .3 173 .5 166 .0 175 .7 218 .7 151 .3 189 .5

175 .9 181 .5 186 .3 176 .3 176 .3 168 .8 181 .4 218 .8 190 .3 181 .2

187 .3 186 .3 187 .6 177 .5 177 .9 168 .2 184 .1 233 .4 178 .6 187 .9

195 .6 195 .3 179 .1 187 .0 185 .8 174 .5 191 .5 244 .5 183 .0 205 .0

206 .2 210 .5 188 .2 206 .0 199 .4 179 .6 216 .5 272 .0 210 .8 224 .9

215 .7 222 .0 211 .9 215 .5 211 .7 191 .7 225 .7 309 .4 227 .6 235 .7

1997-98～

2002-03
4 .9 5 .2 2 .8 4 .8 4 .9 5 .6 5 .2 1 .9 1 .8 2 .0

2003-04～

2007-08
5 .0 3 .7 4 .4 3 .7 3 .3 1 .5 4 .4 8 .5 9 .1 5 .7

リンゴ オレンジ

0 .60 3 .93 2 .67 2 .76 2 .92 1 .46 0 .44 0 .05 1 .46 0 .66

145 .9 134 .4 128 .3 113 .5 142 .8 146 .3 156 .2 289 .3 139 .5 176 .9

160 .1 153 .5 148 .5 139 .1 185 .4 169 .3 188 .7 535 .9 201 .4 220 .2

166 .1 156 .0 133 .4 122 .1 154 .5 166 .8 251 .4 505 .7 142 .1 226 .4

179 .6 153 .2 129 .3 103 .3 160 .0 180 .7 391 .6 513 .5 139 .4 202 .5

189 .2 146 .1 137 .6 112 .9 188 .9 206 .1 574 .1 530 .9 171 .7 188 .1

180 .6 134 .6 160 .2 138 .0 190 .2 217 .5 542 .1 535 .7 162 .9 194 .0

176 .6 139 .3 177 .8 157 .9 195 .6 231 .1 539 .7 555 .3 160 .1 205 .0

174 .4 163 .3 180 .8 156 .4 204 .2 237 .3 493 .0 573 .2 171 .1 188 .1

194 .9 178 .8 167 .1 146 .0 218 .9 246 .6 470 .6 711 .4 191 .3 176 .6

254 .2 179 .8 175 .7 154 .6 228 .2 258 .3 570 .5 739 .9 198 .1 228 .2

243 .1 155 .2 217 .7 175 .1 238 .2 248 .4 521 .8 504 .9 224 .0 239 .6

1997-98～

2002-03
4 .7 4 .5 5 .1 5 .3 7 .1 8 .4 30 .2 17 .1 6 .2 2 .6

2003-04～

2007-08
6 .8 4 .6 6 .8 5 .2 4 .6 2 .8 -0 .2 0 .6 6 .7 5 .1

資料： O ffice  o f the E conom ic  A dvise r, M inistry of Commerce  &  Industryのデー タより作成。

注　： 1 )卸売 物価指 数は 、 1993-94年 を 100とす る指数で示す 。

　　 　 2 )砂糖 は、分 みつ糖 と含み つ糖を指 す。

2007-08

平均
変化率

2003-04

2004-05

2005-06

2006-07

1999-00

2000-01

2001-02

2002-03

調味料・
香辛料

1997-98

1998-99

植物性
油脂原料

食用
植物油

果物・
野菜

ウェイト

果物 野菜

平均
変化率

年次 豆類 砂糖

2004-05

2005-06

2006-07

2007-08

2000-01

2001-02

2002-03

2003-04

食用穀物

1997-98

1998-99

1999-00

年次 総平均 食料品 非食料品

ウェイト
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２．農業政策の概要と 5ヵ年計画におけるアクションプログラム 

 ここからは、インド農業政策を国民への食料の安定供給の観点から概観する。その手順は次の

とおりとした。 

（１）経済 5 ヵ年計画の経緯と農業政策のあらまし 

（２）11次 5ヵ年計画における農業分野のアクションプログラム 

（３）インドによる国家農業者政策（National Policy for Farmers）の目標 

（４）11次 5ヵ年計画と国家食料安全保障計画（NFSM） 

（５）食料管理システムとしての公的配給制度の作用 

（６）輸出規制の状況 

（７）11次 5ヵ年計画と農業政策の課題 

 

（１）経済 5 ヵ年計画の経緯と農業政策のあらまし 

 インドの経済計画は、旧ソビエト連邦の計画経済に沿って 1947 年に立案され、農業政策も旧ソ

ビエト連邦の政策スタイルで構築されている 1）。インドの経済計画は、1947 年の独立後、5 年計

画を基本に進められ、現在の第 11 次計画（2007～2012 年）に至っている。また、インド政府の

政策は、独立時の精神が受け継がれ、各州政府の主体性が伝統的に重んじられている。 

 農業政策は 1951 年に第 1 次計画が着手され、その後、1970 年代の「緑の革命」によって主食

である米、小麦の食料自給力の向上、油糧種子の生産力増加、畜産分野ではミルクの食料自給力

の向上を達成した 2)。これらにより、インドでは飢餓を克服してきた。 

 しかし、1980 年代後半からの経済政策は、インドに財政赤字をもたらした。また旧ソ連を主要

貿易相手国とした国際収支の悪化に直面し、外国からの直接投資を認可するなどの自由化を進め、

経済改革が実施された。1991 年の経済危機後では、教育改革が推進され、1993～1995 年にアメリ

カの IT プログラムの導入によって IT 能力の強化が行われている。 

 1995 年以降、IT 産業による GDP の押し上げによる経済発展が進み、農業生産額が GDP に占め

る割合は 1980年代の 45～55％から 2002 年には 25～26％程度に低下した。最近 10 年間で IT 産業

等の成長によって農業国の産業構造から大きく転換している。しかし、急速に進む国民経済成長

の影響は、階層社会であるインド国内経済の不均衡状態を顕在化させてきた。さらに、農産物生

産額の伸びの鈍化によって、国民の多数派である農業者の所得問題が大きな政策課題としてクロ

ーズアップされた。そこでインドの経済計画は、農業生産額の伸びが必要となり、農業振興が大

きな経済課題となってきた。 

 一方、第 10 次 5 ヵ年計画（2002～2007年）では農業成長率を年 4％以上とする目標を達成する

ことは出来なかった。このため、2000年に農業生産性向上を主眼に制定された「国家農業政策」

は、2007年に農業者の所得保障の向上に重点化した「国家農業者政策」に改訂された。現在、イ

ンドの農業政策は第11次5ヶ年計画（2007～2012）とこの国家農業者政策を軸に展開されている。 
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（２）11次 5ヵ年計画における農業分野のアクションプログラム 

 インド政府は、第 10次 5 ヵ年計画（2002～2007 年）で農業成長率の目標を 4％においた。 

 その第 10 次 5 ヵ年計画の評価については、藤田氏の「インドにおける農政・貿易政策決定メカ

ニズム」3)では次のように報告されている。 

「農業成長率の目標を 4％に設定し、さまざまな政策を講じ、プロジェクトを実行に移したが、

結果的には年率 2％程度の低成長率にとどまった。それは、穀物部門の極端な不振と、園芸、畜

産、漁業など成長が期待された部門の成長が不十分だったことが主な原因である。年率 2％程度

の低成長率は 1990年代半ば頃から恒常化している」。 

 第 10 次 5 ヵ年計画期の食料生産の計画と実績をみると、穀類全体で計画を超えた年次は一度も

記録されていない。しかし、穀類を品目ごとにみると、2003-04 年では雑穀が、2005-2006年では

米が計画を上回っている。また、油糧種子では、2003-04年と 2005-06年に、サトウキビでは、2005-06

年と 2006-07 年に、それぞれ計画を上回っている（表 10）。 

 

 

 第 11次 5 ヵ年計画（2007～2012）4)では、経済成長率を年率 9％、農業の年間成長率は 10次計

画の 4％に続き 4.1％と設定している。本計画では、農業成長率を年率 4.1％以上に引き上げる戦

表10　第10次5ヵ年計画における穀物生産の計画と実績

（単位：100万トン）

計画 実績 計画 実績 計画 実績 計画 実績 計画 実績 計画 実績 計画 実績

穀類 220.00 174.77 220.00 213.46 225.10 198.36 215.00 208.60 220.00 211.78 1,100.10 1,012.20 221.50 230.67

米 93.00 71.82 93.00 88.26 93.50 83.13 87.80 91.79 92.80 91.05 460.10 428.62 93.00 96.43

小麦 78.00 65.76 78.00 72.11 79.50 68.64 75.53 69.35 75.53 73.70 386.56 351.71 75.50 78.40

雑穀 33.00 26.07 34.00 38.12 36.80 33.46 36.52 34.06 36.52 32.92 176.84 165.11 37.50 40.73

豆類 16.00 11.13 15.00 14.94 15.30 13.13 15.15 13.39 15.15 14.10 76.60 66.76 15.50 15.11

油糧種子 27.00 14.84 24.70 25.29 26.20 24.35 26.58 27.98 29.40 23.26 133.88 116.75 30.00 28.83

サトウキビ 320.00 278.38 320.00 237.31 270.00 237.09 237.50 281.17 270.00 322.94 1,417.50 1,398.47 310.00 340.56

資料：Directorate of Economics and Statistics, Ministry of Agricultureより作成。

注　：1)2008年9月7日時点における推計値。

品目 2005-06 2006-072002-03 2003-04 2004-05

年次

2007-081)10次計画

表９　平均 GDP成長率

（単位：％）

経済全体
農業及び
関連部門

耕種及び
家畜

１．緑の革命以前 1951 /52～ 1967 /68 3 .69 2 .54 2 .65

２．緑の革命期間 1968 /69～ 1980 /81 3 .52 2 .44 2 .72

３．より幅広い技術
　　普及の期間

1981 /82～ 1990 /91 5 .40 3 .52 3 .65

４．初期改革期間 1991 /92～ 1996 /97 5 .69 3 .66 3 .68

５．第９次計画期間 1997 /98～ 2001 /02 5 .52 2 .50 2 .49

６．第 10次計画期間 2002 /03～ 2006 /07 7 .77 2 .47 2 .51

このうち 2002 /03～ 2004 /05 6 .60 0 .89 0 .89

2005 /06～ 2006 /07 9 .51 4 .84 4 .96

資料： Nationa l A ccoun ts  S ta tis itics  2008  より作成。

注 1 GDPは 1999 /2000年価格ベースで算出。

備考  農業及び関連部門 :農業、園芸、畜産、水産業等。

期間
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略として次の 4つのアクションプログラムが設定されている。 

 

 １）農業者への技術の提供 

 ２）投資効率を高め、システム支援を増加し、補助金を合理化する 

 ３）農業の多角化を図ると同時に、食料安全保障を守る 

 ４）集団的アプローチによって貧困層が土地、信用、技能へより良いアクセスを得られるよう

包括的に推し進める 

 

 各アクションプログラムの概要は次のとおりである。 

 １）農業者への技術の提供 

 ①長期的ビジョンとして、農業関連の SAU／ICAR 研究機関と CSIR、地球科学省等 5）が出資

する関連研究では、相乗効果を高め地球温暖化による長期気候変動に関する研究等にあたる。

農業者への技術の提供に関する緊急の行動対象としては、戦略的農業の研究の優先性、気象条

件の変化に対応した作付体系の展開、耐乾燥性品種・病虫害抵抗性品種の開発、土地特殊性に

即した技術開発、開発・改良能力の強化等を実施。 

 ②農業研究に対する公共支出額（中央政府・州政府）は、現在の農業 GDP 比約 0.7%の水準か

ら第 11次 5 ヵ年計画の最終年には 1％に引き上げる。そのために、農業省内の国家戦略研究基

金の管理を改善し、中央政府と州政府に専門委員会を設置・拡大し、奨励金によって州農業大

学の研究の活性化を図ることで、農業との関係を強化する。 

 

 ２）投資効率を高め、システム支援を強化し、補助金を合理化する 

 ①灌漑 

  灌漑施設には地表灌漑と地下水灌漑の２つのタイプがあるが、地表灌漑では、大規模なプロ

ジェクトを展開する余地がないことから、今後は、現在進行中の灌漑プロジェクトの完成と既

存施設の近代化に焦点を絞る。このうち地下水灌漑では、アッサム州、ビハール州、チャッテ

ィースガル州、オリッサ州、ジャールカンド州、西ベンガル州の一部の利用可能性が高い地域

を開拓対象とする（これらの地域は農村電化計画の対象範囲を広げる）。また、地下水利用地域

のうち揚水量が涵養量を上回っている地域では、都市と農村両方の地下水使用の正確な評価を

行い、涵養量と抽出量との相関関係を調査し、家庭用と農業用の給電線を分け灌漑用電力供給

の制御など水利用の調整を図る。 

 ②天然資源の管理と分水界開発 

  国内の農業地域の大部分は天水地域であり、成長率が減速している要因は天水地域にある。

11 次 5 ヵ年計画では、約 3,700万 haの分水界地域の開発を目標に推進する。その開発には土壌

保全対策を含めると最低でも 3,600億ルピーの投資が必要となる。 

 ③システム支援の強化と補助金の合理化 

 ・化学肥料に対する補助 

  化学肥料の補助金を合理化するとともに、（従来の国産肥料は肥料メーカーから、輸入肥料は

輸入業者への直接支払いから）補助金の一部を農業者へ直接給付する方法の検証が急務とな

っている。 

 ・農業改良普及 

  農業者の農業知識には格差があるため、農業改良普及事業は重要であり、各州では農業大学

の知識、農村知識センター等を利用し、農業知識の向上を図る。 
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 ・種子の供給 

  種子の生産流通システムでは、公共部門の種子担当機関を強化し民間業者との関係を深める

ことで刷新を図る。 

 

 ３）農業の多角化を図ると同時に、食料安全保障を図る 

 ①農業生産の多角化 

  第 11 次 5 ヵ年計画における需要予測では、食料穀物が年間 2.0~2.5%の伸び、油糧種子、繊

維類、サトウキビなどの伝統的換金作物は年間 3～4％、畜産と園芸は 4～6%の伸びを期待して

いる。そこで農業所得を増加させ、農業成長 4％を達成するには、園芸と畜産への多角化が重

要な戦略となる。 

  農産物加工の推進、特に農村地域で食品加工への投資を行い、農産物の高付加価値化を推進

することで、現金収入を増やし、非農業分野への雇用機会を創出する。 

 ②近年の食料自給率の低下に伴い、食料安全保障は政策の最優先課題となっている。そこで中

央政府は、2007 年に東部・中央地域の生産拡大を念頭においた「全国食料安全保障計画（National 

Food Security Mission）」を立案し、第 11 次 5 ヵ年計画の最終年には、食料安全保障の観点から、

食料穀物生産量 2,000 万トンの増加を目指す。このプログラムでは、種子更新率の上昇、新品

種の導入、地下水利用の改善に集中的に取り組む。 

 

 ４）集団的アプローチによって貧困層が土地、信用、技能へのより良いアクセスを得られるよ

う包括的に推し進める 

 ①公平の課題 －小農のニーズ－ 

  現在のインドでは、小農と貧農層が農業者の 80％を占めること、また女性の従事者が増加し

ていることから、信用、普及サービス、生産物市場を有効に利用できる特別対策が必要となっ

ている。その対策は、個人に置くのではなく集団として機能し規模の経済が確保できる「集団

的アプローチ」を奨励する。共同投資や売買の協同組合のレベルから、土地の共同利用、共同

購入、共同賃貸または共同営農といったより高度な団体機能のレベルまで、集団的アプローチ

は小農の利益となるはずである。 

 

 また、前記の第 11次 5ヵ年計画のアクションプログラムを実行するため、次のような財政上の

戦略が取られている。 

 第 10 次 5 ヵ年計画の財政支出規模は 2,051 億 3,000 万ルピー（2001/02 年価格ベース）だった

のに対し、第 11次 5ヵ年計画では 5,480億 1,000万ルピー（2006/07 年価格ベース）が見込まれて

いる。この 11次計画の総財政支援の省庁別内訳は、農業協同組合局が 3,654 億 9,000 万ルピー、

農業研究・教育局が 1,113億 1,000 万ルピー、畜産・酪農・漁業局が 712 億 1,000 万ルピーとなっ

ている。 
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（３）インド農業省による国家農業者政策（National Policy for Farmers）の目標 

 2000 年に施行された「国家農業政策」は、中央政府インド農業省によってはじめて体系的にさ

れた農業政策であった。国家農業政策は、国家経済計画の一部として、各州政府と各州の農業開

発機構協会（Agriculture Developing Association of India）が一体となって履行されることになって

いた。 

 2007 年、国家農業政策は、従来の政策から農村・農業者対策に重点を置いた「国家農業者政策

（National Policy for Farmers）」に改められた。政策転換の趣旨は、農業生産の成長と同時に農業

者の実収入を持続的に向上させていくことで農業の経済的活力を改善することにあった。 

 このように農業政策の方向性が転換した背景は次のとおりである。 

 現在のインドでは人口の 60％以上を農業人口が占めるが、国民総生産額に占める農業分野の生

産額は 18％にすぎず、農業従事者と非農業従事者の所得格差が大きく開いている。かつてのイン

ドは恒常的な食料輸入国であったが、1970年代に高収量品種の導入や化学肥料・農薬の投入、灌

漑等インフラ整備を推進し、飛躍的に生産力を向上させた。食料生産の成長は人口増加率を上回

表11　農業補助金の推移（1993-94年～2006-07年）

（単位：1,000万ルピー）

補助対象 1993-94 1994-95 2000-01 2001-02 2002-03 2003-04 2004-05 2005-06 2006-07

食品 … … 12,060 17,499 24,176 25,181 25,798 23,077 24,014

肥料 4,562 5,769 13,800 12,595 11,015 11,847 15,879 18,460 …

電力 2,400 2,338 8,919 10,410 8,521 14,544 17,852 20,301 …

灌漑 5,872 6,772 13,259 13,009 12,794 10,921 12,508 14,625 …

その他 1,235 1,246 2,733 3,234 3,173 4,132 3,598 6,504 …

合計 14,069 16,125 50,771 56,747 59,679 66,625 75,635 82,967 …

資料：Directorate of Economics and Statistics, Ministry of Agricultureより作成。

注　：…不詳

表12　穀物生産における灌漑施設の普及状況

（単位：％）

年次 米 小麦 ソルガム
トウジン

ビエ
トウモ
ロコシ

豆類
サトウ
キビ

1950-51 31.7 34.0 3.0 3.4 11.4 9.4 67.3

1960-61 36.8 32.7 3.6 2.8 12.6 8.0 69.3

1970-71 38.4 54.3 3.6 4.0 15.9 8.8 72.4

1980-81 40.7 76.5 4.7 5.5 20.1 9.0 81.2

1990-91 45.5 81.1 5.6 5.1 19.7 10.5 86.9

2000-01 53.6 88.1 7.9 8.0 22.4 12.5 92.1

2003-04 52.6 88.4 7.5 8.3 19.1 13.6 90.7

資料：Directorate of Economics and Statistics, Ministry of Agricultureより作成。
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り、穀物の国内自給が達せられたことから、この時代を「緑の革命」の時代と呼んでいる。しか

し、最近 10年では農業成長率は頭打ちの傾向を示すようになり、政府は、2000 年に農業分野で 4％

以上の成長を達成目標に掲げ、「国家農業政策」を決定したが、第 10 次 5 ヵ年計画中の年間成長

率は平均約 2.3％と目標を下回る結果となった。非農業分野が高い成長を遂げて所得格差の拡大が

進む一方、農業者の困窮が社会問題化したことから、農業の生産性向上だけでは不十分となり、

農業者の所得改善などの社会経済発展を盛り込んだ対策への改訂を迫られることになった。 

 

 国家農業者政策の具体的な政策目標のうち、主な点は次のとおりである。 

①農業従事者の実収入の持続的な増加によって農業の経済的活力を改善する、農業の発展は農業

所得向上で評価されるようにする 

②主要な農業システムの生産性、収益性及び安定性を持続する上で不可欠な土地、水、生物の多

様性、遺伝子資源を保護し改良する 

③種子、灌漑、電力、機械器具、肥料の支給を含む支援サービスを進め、農業従事者のために適

切な量、価格を保障する 

④農業者の暮らしと所得を保障し、健康を守る穀物、家畜、魚、森林の生物資源保護を強化する 

⑤農業者所得の向上のための適性価格と貿易政策の提供 

⑥農業者への適時、適切な補償のためのリスク管理法の提供 

⑦農地改革における未完成の課題の完成、包括的資産、水産改革の開始 

⑧農業政策における人権、ジェンダーの主流化 

⑨持続可能な地域生活への配慮 

⑩インドの地域共同体における食料、水、エネルギー保障システムを整備し、すべての児童、女

性、男性各レベルにおける栄養充足を確実にする 

⑪若者の農業意欲を躍起するため、農産物を高価値付加化するための加工手段の導入 

⑫バイオテクノロジーと ICT（International and Communication Technology）による農産物、農産加

工品の国際的アウトソーシング 

⑬農業教育の再構築 

⑭農業者の社会構成システムの導入と開発 

⑮農業世帯の非農業雇用者への雇用機会の提供 

 

 

 

表13　インドの人口数と農業労働者数の推移

（単位：100万人）

1951 361.1 1.25 298.6 (82.7) 69.9 (71.9) 27.3 (28.1) 97.2 (100.0)

1961 439.2 1.96 360.3 (82.0) 99.6 (76.0) 31.5 (24.0) 131.1 (100.0)

1971 548.2 2.22 439.0 (80.1) 78.2 (62.2) 47.5 (37.8) 125.7 (100.0)

1981 683.3 2.20 523.9 (76.7) 92.5 (62.5) 55.5 (37.5) 148.0 (100.0)

1991 846.4 2.14 628.9 (74.3) 110.7 (59.7) 74.6 (40.3) 185.3 (100.0)

2001 1,028.7 1.95 742.6 (72.2) 127.3 (54.4) 106.8 (45.6) 234.1 (100.0)

資料： Registrar General of Indiaのデータより作成。

注　：カッコ内の数字は全体への割合を示す。

年次
Agricultural Workers 

地方人口
年平均
成長率

総人口
合計Agricultural LabourersCultivators
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（４）11次 5ヵ年計画と国家食料安全保障計画（National Food Security Mission：NFSM） 

 国家食料安全保障計画は、第 11 次 5 ヵ年計画のアクションプログラムに規定されており、イン

ド政府企画委員会より 2007 年 8 月に発表されている。 

 国家食料安全保障計画の目的は、穀物生産量の伸び悩みと人口増加によって、安定的な穀物供

給の必要性が高まる中で、国家の食料安全保障を確実にし、小麦や米、豆類の主要穀物の生産を

高めることにある。 

 食料安全保障計画の対象とした米（NFSM-Rice）、小麦（NFSM-Wheat）、豆類（NFSM-Pulses）

の 3 品目はインド食生活の重要物資であり、その安定的確保は国民生活上、重要な戦略である。 

 国家食料安全保障計画の目標は、第 11次 5ヵ年計画の最終年（2011-2012年）までに、生産量

を米 1,000万トン、小麦 800 万トン、豆類 200万トン、穀物等合計で 2,000 万トンを増加させるこ

とである。この生産地の拡大および生産性の向上策によって、各地域の穀物の安定的確保を図り、

個別農家における土地の土壌改良、生産性の向上、さらに農地開発等による雇用機会の創出を目

指している。 

 国家食料安全保障計画では、対象品目の指定だけでなく、生産を担当する地域（現在では生産

性が低いものの高い潜在力を有する地域）も次のような指定があり、農業先進地域も含まれてい

る。米では、アッサム州、ビハール州、オリッサ州等の 12州 133 地域が、小麦では、パンジャー

ブ州、ハリヤーナ州、ビハール州等の 9州 138地域が、豆類では、ビハール州、グジャラート州、

マハラシュトラ州等の 14州 168地域が指定されている。 

 

（５）食料管理システムとしての公的配給制度の作用 

 インドでは生産力に地域格差があり、食料備蓄と低所得者層の格差是正を趣旨とした公的配給

システム（Public Distribution System：PDS）がある。政府が米、麦、砂糖等について最低支持価

格で買い上げ、市場価格より安い価格で貧困層に分配するシステムであり、国内価格の変化によ

っては貿易の制限にも作用する。本システムは、中央政府機関であるインド食料公社を通じて各

州政府の責任で実行されている。 

ここでは、農業者保護を重視した近年の政策との関係および貿易政策との関係を分析してみた

い。 

 表表表表 8に示すように近年、主要穀物の卸売価格が上昇したことから、公的配給制度を利用した穀

物の流通量の増加が把握できる。主要穀物の国内卸売価格が上昇すれば、低所得者層ほど家計経

表14　農業生産者規模別にみた経営体数と経営面積

年次

1990-91 63,389 (54.9) 20,092 (18.8) 13,923 (13.1) 7,580 (7.1) 1,654 (1.6) 106,637 (100.0)

1995-96 71,179 (61.6) 21,643 (18.7) 14,261 (12.3) 7,092 (6.1) 1,404 (1.2) 115,580 (100.0)

2000-01 75,408 (62.3) 22,695 (19.0) 14,021 (11.8) 6,577 (5.5) 1,230 (1.0) 119,231 (100.0)

1990-91 24,894 (15.0) 28,827 (17.4) 38,375 (23.2) 44,752 (27.1) 28,659 (17.3) 165,507 (100.0)

1995-96 28,121 (17.2) 30,722 (18.8) 38,953 (23.8) 41,398 (25.3) 24,163 (14.8) 163,357 (100.0)

2000-01 29,814 (18.7) 32,139 (20.2) 38,193 (24.0) 38,217 (24.0) 21,072 (13.2) 159,436 (100.0)

1990-91

1995-96

2000-01

資料：Agricultural Census Division, Ministry of Agricultureのデータより作成。

注　：カッコ内の数字は全体への割合を示す。

経営体数
（1,000経営体）

経営面積
（1,000ha）

平均面積
（ha）

１ha未満 1.0～2.0ha 2.0～4.0ha 4.0～10.0ha 10.0ha以上 合計

0.39

0.40

0.40

1.43

1.42

1.42

2.76

2.73

2.72

1.57

1.41

1.33

5.90

5.84

5.81

17.33

17.21

17.12
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済への圧迫が大きくなり、購入量が低下することは過去の需給関係でも証明されていることであ

る。その対策として公的配給制度下の穀物流通量を増加させ、海外からの買入れを制限する処置

が有効となる。例えば、米では価格の安い一般米の海外流出を抑え、国内流通量を増やす政策が

必要である。 

 2000 年代の米、小麦、ソルガム、トウジンビエ（地域的・伝統的な穀物）、豆類、食用油等の

価格水準は 1993 年比で大きな上昇を示し、2005年以降ではさらに上昇している。 

 2006 年の価格水準（表８、1993 年を 100 とした卸売物価指数）は、米（179.6、前年比 2.9％増）、

小麦（216.5、同 13.1％増）、トウジンビエ（210.8、同 15.2％増）、豆類（254.2、同 31.4％増）で

上昇している。小麦生産実績によると、国内における小麦生産は 1998-99 年から 7,000 万トン台

の水準になったが、2004-05 年、2005-06 年では連続して 6,000万トン台に低迷した。この年に 600

万トンの小麦が輸入されており、国内生産の低迷が市場価格の上昇をもたらした結果と考えられ

る。 

 2007-08 年では、小麦（225.7、前年比 4.2％増）、米（191.7、同 6.7％増）、トウジンビエ（227.6、

同 8.0％増）、食用油（175.1、同 13.3％増）で引き続き上昇している。このうちトウジンビエは低

所得者の必需品である。このような穀物、食料品の価格上昇は、国内的な問題もあるが国際的な

穀物価格の変動が影響している。 

 

（６）輸出規制の状況 

2007 年から 08 年にかけ、世界的な穀物需給逼迫や国際価格高騰が発生し、主要国が様々な輸

出規制を実施し、国内供給確保を図ったのは記憶に新しいところであるが、インドについても同

様であり、インド政府は、穀物、食料品の国内流通量を増やし、国内市場が国際価格変動の影響

を抑えるため、2006 年から小麦、豆類、タマネギ、2007 年からは米、2008 年からは食用油、ト

ウモロコシの輸出禁止（制限）措置をとっている。 

インド農業政策にとって最も重要な課題は、米の需給の問題である。国内の米の価格が上昇し、

輸出が加速されれば、低所得者層の最低生活が保障されない 6)7）。マンモーハン・シン首相は、2007

年 10月に主食である米の輸出禁止政策をとった。この内容は、バスマティ米を除き原則輸出禁止

し、その後も最低輸出価格を設定する等頻繁に規制内容を変更している。 

 2006 年中盤以降、インドで実施された穀物、食料品の輸出規制措置の状況は次のとおり（2009

年 3 月現在）。 

・豆  類：国内需給量の逼迫およびインフレ対策として、2006 年 6 月 27 日～2009 年 3 月 31

日間の輸出禁止。 

・乳製品 ：乳製品価格の上昇によるインフレ対策、暑期の生産低下による供給量不足の対策と

して、2007 年 2 月 10 日～9 月 30日間の輸出禁止（2007 年 10 月解除）。 

・小  麦：上昇する消費者物価（インフレの進行）の抑制し国内流通量を増加させ国際市場の

影響を回避させる対策として、公的分配制度に必用な備蓄確保のため 2007年 9月 9

日以降輸出禁止措置を継続（2009年 3月輸出再開）。 

・タマネギ：上昇する消費者物価（インフレの進行）の抑制し国内流通量の増加させる対策とし

て、2007年 10月 5日以降輸出制限（輸出許可が必用）。 

・米   ：上昇する消費者物価（インフレの進行）の抑制し国内流通量の増加させ国際市場の

影響を回避させる対策として、2007 年 10 月以降バステｲマ米を除き輸出禁止。ただ

し、農産物輸出の主力である高級米の輸出禁止について輸出業界から批判があり、

2007年 11 月から高級米（425米ドル/トン以上）の輸出を解除。 
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（７）11次 5 ヵ年計画と農業政策の課題 

 2007～08 年度、与党国民会議派のマンモーハン・シン首相政権 8）は、かつての「緑の革命」の

再来を政策課題に掲げ「新緑の革命」を提唱した。また、この数年では国際的な資源需要の変化

が起こり、石油価格、食料価格が上昇しており、石油輸入国であるインドの実体経済は、その影

響を大きく受けることとなった。インドにおいて石油価格は政府統制になっているが、自動車産

業、鉄鋼産業、農業の生産価格を押し上げ、製品価格の上昇を引き起こしている。食料品では主

食である米、小麦粉の価格が上昇し、食糧危機として政府が保護政策をとることとなった。輸出

による穀物、食料品価格の上昇は、さらに低所得者層、最貧層の家計経済の悪化を招く結果とな

ることから、2007年以降では主食である米の輸出規制が行われている。 

 GDPの成長が続く中で、インド国内の商品価格水準は上昇し、食料品価格もインフレが進行し

ている。それとともに、農業者と非農業者の間に所得格差が拡大し、低所得者層が約 60％を占め

る農業者の生活においては食糧危機を招いていると言えよう。現在、インドでは、農業生産の成

長と同時に変動する国際価格の家計経済への影響をいかに抑制するかが経済政策の課題になって

いる。その対処として、農業政策は、2007年に農業生産の成長率上昇と農業者の所得向上のバラ

ンスをとる政策に転換した。 

 経済 5 ヵ年計画の農業分野の財政支出は、第 10次 5 ヵ年計画の農業分野への財政支出は 2,051

億 3,000 万ルピー（2001/02 年価格ベース）に対し、第 11次 5ヵ年計画では 5,480 億 1,000 万ルピ

ー（2006/07年価格ベース）と大幅な増加を見込んでいる。 

 穀物生産に関する第 11 次 5 ヵ年計画における年次別の実績値は、2009 年初頭時点ではまだ公

表15　米輸出規制の動き（2007-2009年）

バスマティ米 2) 非バスマティ米 3）

2007年 10月 9日 輸出可 輸出禁止

11月 1日 輸出可 425ドル /トン以上可

12月 27日 輸出可 500ドル /トン以上可

2008年 2月 7日 輸出可 輸出禁止

3月 5日
1)

900ドル /トン以上可 650ドル /トン以上可

3月 27日 11,00ドル /トン以上可 650ドル /トン以上可

4月 1日 12,00ドル /トン以上可 輸出禁止

5月 10,00ドル /トン以上可 輸出禁止

6月 18日 12,00ドル /トン以上可 輸出禁止

7月 16日 12,00ドル /トン以上可 種子用のみ解禁

2009年 1月 27日 11,00ドル /トン以上可

資料： インド政府発表資料等から筆者作成

注　：1)2008年3月5日から、インド中央政府（商工省外国貿易局）は、バスマティ米

　　　  及び非バスマテイ米の輸出制限を即日実施するため、外国貿易管理法（1992

　　　  年制定）に基づき、以下のような内容の公告を発布した（Notification No.82、

　　　  公告第82号参照）。

　　　  「輸出制限措置の内容は、最低輸出価格（MEP）と輸出のための積出港の制

　　　  限が主である。ＭＥＰについては、バスマティ米はFOBベースでトン当たり

　　　  900米国ドル又はトン当たり36,000ルピーであり、非バスマティ米は650米国ド

　　　  ル又は26,000ルピーであること（固定価格である）。」

　　：2)いわゆるブランド価値のある米、高級米又は銘柄米のこと。

　　：3)バスマティ米以外の米であり農業労働者などの所得の低い層の人が購入する

　　　 米のこと。

年月日
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表されていないため、穀物生産における達成状況を知ることはできないが、第 11次 5 ヵ年計画の

4 つのアクションプログラムのうち、食料安全保障政策、農業の多角化政策、灌漑政策等に関す

る投資に関して、若干の専門家の聞き取り成果を示しておきたい 9）。 

 まず食料安全保障計画については、2008 年に施行された計画であり、今後実施され効果が検証

される政策である。現在では明確な政策目標が十分に見られない段階との指摘がある。 

 また、農業の多角化政策に関連して、インドではトマトとタマネギが消費の多い野菜であるが、

レタス、セロリなど新しい野菜の消費が旺盛となり、西洋料理のメニューも普及していることか

ら、農産物の多様化が進んでいる。また農産物技術革新としては種子の改良が行われており、例

えば、州政府の要請で日本の種苗会社がバンガロール支所でレタス、トマトを作っており、イン

ドの在来種との交配、新品種の導入等に取り組んでいるという情報がある。 

 今後の農業生産力向上に最も重要な水利事業については、11 次 5 ヵ年計画では地表灌漑の余地

が縮小する中で分水界地域 3,700 万 ha の灌漑計画が進められている。インドでは多くの土地は天

水地域（地下水もある）で残されており、灌漑によって豊かな農地への転換が可能であり半年間

の降水量をどう蓄えるかが水利事業の最大のテーマである。インド農業は、灌漑面で弱く、水利

事業の普及によって全土で 3 毛作化が実現されれば、アジアの食料庫になりうる。三毛作化が進

めば、生産力は飛躍的に上がり、再び輸出余力が生じるとされる。また、インドの食料品の流通

範囲は、生産地から 50km 圏以内が一般的である実態を考慮すれば、流通機構が変ることで、食

料品の流通は格段に進歩する。日本はインドとの関係で、高速道路の整備、冷蔵機能等インフラ

の整備の関係で大きく貢献できよう。 

 

参考引用文献 

文献 1 Planning commission,Government of India「Eleventh Five Year Plan」 

文献 2 農林中金研究所「インドの食糧需給と農産物貿易」農林金融 2006.8 号 

文献 3 藤田幸一「インドにおける農政・貿易政策決定メカニズム」農林水産省 2008 年 

文献 4 Department of Agriculture and Cooperation , Ministry of Agriculture ,Government of India 

“National policy for farmers” September 2007 

文献 5 櫻井武司ら「第 1 章カントリーレポート：インド」農林水産政策研究所、2008年 

文献 6 Department of  Agriculture and Cooperation , Ministry of Agriculture ,Government of India

“[National Food Security Mission (NFSM) Operational guide” August 2007 

文献 7 Department of  Agriculture Banner Programs“ Blueprint for security 

文献 8 Directorate of Economics and Statistics, Department of Agriculture and Cooperation, Ministry of 

Agriculture, ”Agricultural Statistics at a Glance 2008”, http://dacnet.nic.in/eands/latest_2006.htm, 

(2009年 2月 27日アクセス) 

文献 9 United Nations Statistics Division, “Basic Data Selection”, 

http://unstats.un.org/unsd/snaama/selectionbasicFast.asp, (2009年 2月 27日アクセス) 

 

脚注 

1）文献 2、及び、2009年 2月に、インドの農業政策とその実情について、森尻純夫氏（インド・

マンガロール大学文学部客員教授 東京財団研究員）にインタビューした結果では、「経済計画

（Planning Programme）は現在 22 次にあたる。途中政権交代によって必ずしも 5 年計画で進ん

ではいない。」という。 

2）文献 2より引用。 
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3）文献 3より引用。 

4）文献 1より引用。 

5）SAU（State Agriculture University）は州農業大学、ICAR(Indian Council Agricultural Research)は

インド農業研究協議会、CSIR(Council for Scientific and Industrial Research)は科学産業研究協議

会。 

6）7）森尻純夫氏によると「2008年では、ガソリン価格が上昇し、米価格は 2.85～3.00 円／ルピ

ーとすると、銘柄米で 130～150 円／kg、一般米で 50～70 円／kgであった。」という。 

8）現在の与党首相マンモ－ハン・シン首相の経済政策は、高度成長論のスタンスを取っている。 

9）東京財団・森尻純夫研究員の指導による。 

 


